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羊
蹄
山
で
山
開
き

日
帰
り
で
無
理
の
な
い
登
山
計
画
を

　

６
月
11
日
㈮
、
羊
蹄
山
避
難
小
屋
管

理
人
が
避
難
小
屋
開
き
に
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。

　

羊
蹄
山
の
登
山
道
の
状
況
の
お
知
ら

せ
や
管
理
、
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
10
月
中
旬
ま
で
避
難
小
屋
に
２
名

の
管
理
人
が
交
代
で
常
駐
し
ま
す
。

　

羊
蹄
山
避
難
小
屋
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

今
年
も
天
候
不
良
や
体
調
不
良
な
ど
の

緊
急
時
を
除
き
、
宿
泊
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
寝
袋
・
毛
布
の
貸
出
も
休
止

と
な
り
ま
す
。

　

登
山
を
お
考
え
の
方
は
、
日
没
時
間

な
ど
を
考
慮
し
、
日
帰
り
で
の
登
山
計

画
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
無
理
の
な
い
登
山
計
画
を
】

〇
気
象
状
況
や
天
気
予
報
を
十
分
確
認

　

し
、
天
候
の
急
変
時
な
ど
に
は
無
理

　

な
行
動
を
控
え
ま
し
ょ
う

〇
単
独
行
動
は
避
け
、
経
験
豊
富
な
人

　

と
一
緒
に
行
く
な
ど
、
体
力
と
経
験

　

に
応
じ
て
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画
に

　

し
ま
し
ょ
う

〇
入
山
前
に
は
必
ず
登
山
計
画
書
を
最

　

寄
り
の
警
察
に
提
出
し
、
家
族
に
も

　

渡
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

【
情
報
収
集
や
装
備
を
万
全
に
】

〇
情
報
収
集
や
緊
急
時
の
た
め
に
、
ラ

　

ジ
オ
、
無
線
機
、
携
帯
電
話
な
ど
を

　

携
行
し
、
予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用

　

意
す
る
な
ど
、
情
報
収
集
と
連
絡
手

　

段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

〇
装
備
を
整
え
て
十
分
な
食
料
を
用
意

　

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
防
寒
・
雨
具
の

　

準
備
は
万
全
に
し
ま
し
ょ
う

○
登
山
道
内
に
は
、
水
分
補
給
で
き
る

　

場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
筒
な
ど
は

　

必
ず
ご
自
身
で
準
備
し
ま
し
ょ
う

〇
山
菜
採
り
で
も
道
に
迷
っ
た
時
の
こ

　

と
を
考
え
て
登
山
同
様
の
服
装
や
食

　

料
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う 

▲羊蹄山での荷上げ（6 月 11 日）

問
羊
蹄
山
管
理
保
全
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
観
光
商
工
課
）
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新
幹
線
駅
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
検
討

交
通
ル
ー
ル
を

た
の
し
く
学
ぶ

高
校
生
が
育
て
た
花
が

花
壇
を
彩
る

　

令
和
12
年
度
（
2
0
3
0
年
度
）

末
の
北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
の
開
業

に
向
け
、
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
「
第
1
回
北
海
道
新
幹
線
倶

知
安
駅
周
辺
整
備
推
進
委
員
会
」
が
、

5
月
21
日
㈮
に
役
場
会
議
室
で
開
催
。

町
内
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
住
民
や
、

有
識
者
の
委
員
10
名
に
対
し
、
文
字
町

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
昨
年
度
に
駅
舎
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
「
羊
蹄
の
四
季
の
恵

み
～
ふ
る
さ
と
と
世
界
が
出
会
う
駅

～
」
を
決
定
し
た
「
北
海
道
新
幹
線
倶

知
安
駅
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
検

討
委
員
会
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
2
名
を
新
た
に
加
え
て
、
駅
前

広
場
の
歩
行
空
間
を
多
目
的
な
憩
い
の

空
間
と
す
る
た
め
に
、
駅
前
広
場
の
あ

り
方
に
つ
い

て
な
ど
の
検

討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
内
の
幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
で
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
、
動
画
や
ク
イ

ズ
、
実
演
な
ど
を
通
し
て
、
交
通
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
学
校

で
は
、
実
際
に
道
路
に
出
て
、
横
断
歩

道
の
渡
り
方
や
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
と
き
の
ル
ー
ル
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

5
月
25
日
㈫
に
は
、
役
場
3
階
展
望

テ
ラ
ス
に
て
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

5
月
27
日
㈭
、
倶
知
安
農
業
高
校
の

生
活
園
芸
コ
ー
ス
２
年
生
10
名
が
、
介

護
老
人
保
健
施
設
麗
華
苑
で
花
壇
の
造

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

造
成
に
は

生
徒
た
ち
が

授
業
で
育
て

た
花
を
使
用

し
、
こ
の
日

は
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、

サ
ル
ビ
ア
、

ナ
デ
シ
コ
な

▲第 1 回北海道新幹線倶知安駅周辺
　整備推進委員会

田
ん
ぼ
の
教
室
で

農
業
の
大
変
さ
を
学
ぶ

　

６
月
１
日
㈫
、
倶
知
安
八
幡
地
域
保

全
隊
と
学
校
教
育
と
の
連
携
事
業
で
あ

る
「
田
ん
ぼ
の
教
室
」
が
実
施
さ
れ
、

東
小
学
校
の
５
年
生
19
名
が
田
植
え
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
生
を
務
め
た
石
田
祥
二
さ
ん
か
ら

田
ん
ぼ
の
歩
き
方
や
苗
の
植
え
方
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は

苗
を
腰
か
ご
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
、
田
ん

ぼ
に
足
を
入

れ
る
と
、
そ

の
感
触
に
楽

し
そ
う
な
表

情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し

た
。

　

ガ
イ
ド
と

な
る
紐
に

▲田植えを体験する子どもたち

▲親子スポーツクラブ交通安全教室

▲麗華苑での花壇造成を行う農高生

ど
、
6
種
類
の
花
を
使
用
し
、
美
し
く

見
え
る
よ
う
、
花
の
配
置
を
話
し
合
い

な
が
ら
植
え
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
そ
の
ほ
か
倶
知
安
警

察
署
、
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
も
花
壇
の
造

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
羊
蹄

ハ
イ
ツ
、
建
設
業
協
会
に
は
生
徒
た
ち

が
製
作
し
た
寄
せ
植
え
が
送
ら
れ
、
町

内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
農
高
生
の

育
て
た
花
が
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
す
。

交
通
安
全
教

室
が
行
わ

れ
、
子
ど
も

た
ち
は
保
護

者
と
一
緒
に

手
を
挙
げ
て

横
断
歩
道
を

渡
る
練
習
を

し
ま
し
た
。

　

7
月
13
日
㈫
～
22
日
㈭
は
夏
の
交
通

安
全
運
動
期
間
で
す
。
観
光
・
夏
型
レ

ジ
ャ
ー
が
盛
ん
な
季
節
と
な
り
ま
す

が
、
交
通
事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
家
庭
で
も
あ
ら
た

め
て
交
通
ル
ー
ル
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　

沿
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
き
れ
い
に
植
え
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
楽

し
か
っ
た
」、「
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
収
穫
体
験
を
行
い
、
一
年
を

通
し
て
農
業
の
大
変
さ
や
食
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効

期
間
は
７
月
31
日
㈯
ま
で
で
す

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
制
度

は
、
介
護
保
険
施
設
お
よ
び
短
期
入
所

の
居
住
費
、
食
費
が
過
重
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
世
帯
課
税
状
況
や
年

金
収
入
、
資
産
、
配
偶
者
所
得
な
ど
の

状
況
に
応
じ
て
利
用
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。
現
在
の
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
間
は
7
月

31
日
㈯
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
８
月

以
降
も
有
効
な
認
定
証
が
必
要
な
方

は
、更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
／
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

　

本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
な
ど
の
金

　

額
が
わ
か
る
も
の
の
写
し

　

※
申
請
者
の
状
況
に
応
じ
て
変
更
有

８
月
１
日
㈰
よ
り
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す

■
変
更
点
／

❶
こ
れ
ま
で
の
第
３
段
階
を
所
得
に
応

　

じ
て
、
①
と
②
に
細
分
化
し
ま
す

第
３
段
階
①

　

合
計
所
得
金
額
＋
年
金
収
入
額
が

80
万
円
超
１
２
０
万
円
以
下

第
３
段
階
②

　

合
計
所
得
金
額
＋
年
金
収
入
額
が

１
２
０
万
円
超

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
制
度
が

８
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す

表 2  利用者負担額（太字部分が追加・変更）

利用者負担
食　費

施設介護
サービス

短期入所
サービス

第１段階 300 円 300 円

第 2 段階 390 円 600 円

第 3 段階① 650 円 1,000 円

第 3段階② 1,360 円 1,300 円

※居住費については従来通りです

表 1  預貯金等の資産の上限額（太字部分が変更）

負担段階 資産上限額

第１段階 1,000 万円以下

第 2段階 650 万円以下

第 3段階① 550 万円以下

第 3段階② 500 万円以下
※配偶者がいる方は上記の額に 1,000 万円を合算し
　た額となります
※ 65 歳未満の方の上限額は従来通り 1,000 万円
　（配偶者がいる場合は 2,000 万円）以下となります

❷
預
貯
金
等
の
資
産
の
上
限
額
を
段
階

　

に
応
じ
て
細
分
化
し
ま
す
（
表
１
）

❸
利
用
者
負
担
額
の
う
ち
「
食
費
」
の

　

負
担
額
を
変
更
し
ま
す
（
表
2
）

問
福
祉
医
療
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

　

☎
21
―
２
７
６
７
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保
険
証
（
国
保
・
後
期
）
の
更
新
が
始
ま
り
ま
す

各
種
医
療
費
助
成
の
申
請
も
受
付
中

制度名 対象 助成範囲 自己負担額 必要書類など 所得制限

子ども
医療 0歳～中学生 通院、入院

初診時一部負担金
・医科 580 円
・歯科 510 円

・子どもの健康保険
　証
・印鑑

無し

重度心
身障が
い者医
療

・身体障害者手帳 1、
　2級の方と 3級の
　内部障がいがある
　方
・重度の知的障がい
　（療育手帳 A判定）
　と診断された方

通院、入院

【0歳～中学生】
　初診時一部負担金
　・医科 580 円
　・歯科 510 円
【非課税世帯】
　初診時一部負担金
　・医科 580 円
　・歯科 510 円
　・柔整 270 円
【課税世帯】
　1割
◇入院
　月額上限額
　57,600 円（多数該
　当の場合44,400円）
◇通院
　月額上限額
　18,000 円（年額上
　限 144,000 円）

・本人の健康保険証
・身体障害者手帳や
　療育手帳、精神障
　害者保健福祉手帳
　など、障がいを証
　明できるもの
・印鑑

所得制限
がありま
す。転入
してきた
方は、申
請時に所
得額と住
民税額が
分かるも
の（所得
課税証明
書）が必
要

精神障害者保健福祉
手帳 1級の方 通院

ひとり
親家庭
等医療

次のいずれかに該当
する家庭で、18 歳未
満（18 歳以上の特例
有）の子と、その母
か父
・母子、父子家庭
・両親がいない家庭
＊両親のいずれかに
　重度の障がいがあ
　るときは、対象に
　なる場合有

【子ども】
　通院、入
　院
【母か父】
　入院

・本人の健康保険証
・戸籍謄本など、ひ
　とり親家庭を証明
　できるもの
・印鑑
＊18 歳以上の子の
　特例の場合、在学
　証明書など扶養の
　状況を証明できる
　もの

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
黄
緑
色
）
な

ど
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
7
月
中
旬
に
「
簡

易
書
留
」
で
送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限

は
令
和
４
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
と
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て
の
手
続
き

は
7
月
27
日
㈫
か
ら

　

国
保
加
入
者
で
住
民
税
課
税
世
帯
の

方
に
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
で
、
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
な
る「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
75
歳
未
満
の

国
保
加
入
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
は
、
入
院
中
の
食
事
代
の
減
額
を

兼
ね
た
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
8
月
以
降
も

有
効
な
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
70
歳
～

74
歳
未
満
（
昭
和
21
年
8
月
2
日
～
26

年
8
月
1
日
生
）
の
方
に
は
、
申
請
案

内
を
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
持
ち
物
／
保
険
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

　

印
鑑

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
過
去　

　

12
カ
月
間
で
91
日
以
上
入
院
し
た
方

　

は
、
入
院
期
間
が
分
か
る
領
収
書
も

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
本
号

　

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

[ 注意 ] 以下のものは助成対象になりません。
　　　　●入院時の食事療養標準負担額および生活療養標準負担額
　　　　●訪問看護療養費の基本利用料（療養費の 1割）※ただし、中学生以下の受給者を除く
　　　　　⇒月額上限／住民税非課税世帯 8,000 円、課税世帯 18,000 円
　　　　●健康保険で対象外の費用 ( 予防接種、薬の容器、おむつなど）は自己負担です。
◆すでに受給されている方へ
　有効期限が 7月 31 日となっている受給者の方で、更新の要件に該当する方には 7月 31 日までに
　新しい受給者証を送付します。

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付
中

　

町
で
は
、「
子
ど
も
医
療
費
」
な
ど
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。問福祉医療課保健医療室国保医療係　☎ 56－ 8006

地
域
の
魅
力
を
知
り
、

つ
く
り
、
つ
な
げ
て
い
く

▲「美術館でフランス語」（4月 16 日）

小
川
原
脩
記
念
美
術
館
で

新
た
な
楽
し
み
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　

小
川
原
脩
記
念
美
術
館
で
は
、
羊
蹄

山
を
眺
め
る
抜
群
の
景
色
の
中
で
演
奏

を
楽
し
む
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト
」
や
、「
描
く
・
塗
る
・
切
る
」

な
ど
の
作
業
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に

美
術
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」、
柴
館
長
の
解
説
で
世
界

の
美
術
館
や
芸
術
家
た
ち
の
秘
話
を
紹

介
す
る
「
土
曜
サ
ロ
ン
」
な
ど
、
展
覧

会
の
他
に
も
美
術
・
芸
術
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

美
術
・
芸
術
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

美
術
の
世
界
で

よ
く
使
わ
れ
る

フ
ラ
ン
ス
語
を

美
術
館
で
一
緒

に
学
べ
る
「
美

術
館
で
フ
ラ
ン

ス
語
～
ゼ
ロ
か

ら
の
旅
立
ち
」

と
、
絵
描
き
や

工
作
な
ど
を
大
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
と
な
の
手
し

ご
と
」
が
、
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
㈯
に
は
、
お
と
な
の
手
し

ご
と
の
2
回
目
「
額
縁
に
挑
戦
！
」
が

同
館
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
10
名
が
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
パ
ネ
ル
を

使
っ
た
額
縁
の

組
み
立
て
に
挑

戦
。
た
く
さ
ん

あ
る
色
画
用
紙

か
ら
好
き
な

色
を
3
色
選
ん

で
パ
ネ
ル
に
貼

付
け
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
な
ど
を
飾
る
こ
と
が
で
き
る
額 ▲「おとなの手しごと」（5月 22 日）

縁
制
作
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、「
美

術
館
で
フ
ラ
ン

ス
語
」
と
「
お

と
な
の
手
し
ご

と
」
は
予
約
制

で
す
の
で
、
参

加
希
望
の
方
は

▲額縁作りをする様子（5月 22 日）

同
館
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
7
月
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

18
ペ
ー
ジ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
通
信
で

　

紹
介
し
て
い
ま
す

問
小
川
原
脩
記
念
美
術
館

　

☎
21
―
４
１
４
１

　

地
域
の
自
然
や
資
源
を
再
発
見
し
、

魅
力
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
る
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

く
っ
ち
ゃ
ん
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

6
月
5
日
㈯
、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ガ
イ
ド
・
コ

ヨ
ー
テ
代
表
古
市
竜
太
さ
ん
は
、
地
域

の
宝
と
し
て
美
し
い
自
然
を
紹
介
し
、

そ
れ
ら
の
資
源
を
守
り
な
が
ら
賢
く
利

用
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
「
美
し
い
マ
チ
と
呼
ば
れ

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
矢
吹
俊
男
さ
ん
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
古
市
竜
太
さ
ん
、
大
友
裕
子
さ

ん
、
柏
谷
匡
胤
さ
ん
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
分
野
に
お
け

る
美
し
い
景
観
の
た
め
の
取
り
組
み
と

課
題
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
語

倶知安商工会議所と協定締結

まちづくりのための連携を強化

　倶知安町と倶知安商工会議所は 6月 1 日㈫、
互いに協働・連携した持続的なまちづくりを実現
するため、『まちづくりの協働・連携に関する協
定書』を締結しました。
　締結にあたって文字町長は、「『人と地域がつな
がるまち』の実現に向け、これまで以上に連携し、
官民協働でまちづくりを進めていきたい」と話し
ました。
　町内では、今後も北海道新幹線倶知安駅開業や
高規格道路の開通などが控えており、この協定締
結により両者は、駅周辺整備などのまちなかのに

▲協定書を持つ文字町長（左）と倶知安
　商工会議所阿部和則会頭（右）

ぎわい創出に向け、
さまざまな面で協
働・連携していきま
す。

▲パネルディスカッションの様子

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
令

和
４
年
の
「
景

観
計
画
」
策
定

を
目
標
に
、
今

後
も
検
討
を
進

め
て
い
き
ま

す
。　

　7月は、メダルと一緒に撮影で
きるフォトコーナーが登場。運動
選手になりきって撮影しよう！
　そして「スポーツの夏」にち
なんだ体を動かす新しいゲーム
も登場。ぜひ遊びに来てね！

熱くなれ！スポーツの夏！

7月下旬にはお部屋がリニューアルオープン！
　ヒーローコーナー
だったお部屋がスペー
スシップに大変身！操
縦席にも座れちゃうか
も？新しい玩具もたく
さん登場！

■幼児開放／ 10時～ 16時、月水金は全館、
　火木は1階のみ開放（12時～13時は使用不可）
問南児童館☎ 22－ 0419 ※詳細は町HPにて
　（駐車場は同館裏にあります）

7 月の南児童館も

楽しいことが盛りだくさん！
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